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三}h))}<|<iﾉｰ１ ０蕊熱 M｛； ､'０泥 菫｡▼、 ◇鮠０識､'０ ０ ￣￣又 ０ （古道）トトト」、'湛中小路(市姫）両」 ､'､'、’ ０〆､' 、' ０、' 遅・ｏ下町 ０一劃。 上 ￣､’ 、' 。 識０＜Ｖ、' ０、' －－、' ｏｌＹﾏＭ､'○ Ｉ;鬘iii1llIi０約100ｍ地二は『柳田村の集落誌1 、(山林
及び原田正彰氏にヒアリング
－３６－
と，集落の南端から派生して南北方向に湾曲した別
のストリートが走り，２本のストリートによって，
集落の骨格は都合楕円～凸レンズの断面のような形
態を呈している。
『能登国田数注文178)によれば;鎌倉時代当時｢志
雄保」「志雄荘｣があり，志雄保の地頭には得江氏が
おり，史料上14世紀半ばまで存在が確認され，室町
時代に入ると飯尾氏（代官和田氏）が地頭職を獲得
している７９)。現在，萩市集落の背後の丘陵頂部標高
約70ｍには,麓の三日市場に因むと思われる通称"三
日城，，跡がある。得江氏が営んだとすれば､この時
期の一般的傾向として，三日城から延びる２本の尾
根に挟まれた懐部に居館が存在したはずである。し
かし，これは小字の喪失と開田により跡付ける事が
できない。なお，付会の誇りを免れ得ない斌萩市
の集落の屋敷割りは一部で；第６図のような形態を
彩っている箇所があるのは，松山宏が備前国福岡で
紹介している「ひだ」８０)と同様であるのでウ中世の
ある時期に有事を意識した造作であるかも知れない。
この場合北東方向からの侵入に備えており，南東
丘陵上に三日城が位置している事と矛盾しない。
志雄町のプランの骨格はやはり２本の湾曲するス
トリートである。そして，萩市とはほぼ直交し一体
のプランとなっている。萩市の中間を切っている旧
河道の痕跡は，志雄町の南辺を画し，志雄町には直
接の影響を与えていない｡従って,萩市は氾濫によっ
て壊滅した事と，萩市の機能拡大が企図されて，新
たに自然堤防上に萩市のプランをそのまま拡大して
志雄町力建設されたとの憶測が可能である。両者は
史料上出現時期に断絶は無いし，プラン上もこのよ
うに断絶感がない。
志雄町には16世紀前半に「中屋」「高屋」「玉屋」
81)などがあり，これらが商家であれば常設の店舗を
構えていた事が予想され，「志雄東町」「志雄西町」
と出るの石町場は少なくとも２つの部分で構成さ
れていた事になる。現在，古老は'慣用的に子浦出雲
神社82)辺りを境にして，東・西（町）を用いている。
従って，１６世紀前半には町場の形成がほぼ現況に近
い程に発展していた事になろう。
（３）現J鳫叺至郡柳田村石井（通称“石井の町，，）
能登半島の先端に近い山間盆地の現柳田村石井を
取り上げる。能登地域最長の河川町野111とその支流
上町川とが合流する地点に相当し，氾濫原とは約１０
ｍの比高差を持つ段丘上に集落が乗る。石井は中世
史料に出ない斌町野荘（九条家領）の地頭町野氏
の領主館と目される83)遺構力地内に明確に残り，集
落のほぼ中央には市姫社64)も鎮座し，近郷近在では
伝統的に“石井の町，，と呼ぶ習慣がある85)。このよ
うな状況証拠から中世市場が存在していたと判断し，
萩市では領主館の位置が不明であったの一己石井を
事例に市町と地頭館の位置関係を描写する(第７図)。
館は，周囲の水田よりも１～２ｍ程度高い微高地
（畠地として利用されている部分）を中心とし，周
囲を穿ってかなり規模の大きい堀を巡らせている。
三角形状を呈するプランの１つの頂点から，南西に
延びるのが町場のメインストリートになり，南西端
に近付くと緩やかに湾曲している。これとは別に町
野川寄りに古道があったという伝承がある86)。メイ
ンストリートとこの古道との両方の交点は一方力顎
主館の入口で；他方が諏訪神社附近である。鎌倉時
代に勧進されたと言う諏訪神社87)は領主館の方向(北
東）を向いている。領主の意志によって館と諏訪神
社の間の空間が町と言う有機体として意識されてい
たのであろう。
“石井の町，’もメインストリートと古道とが萩市
や志雄町と同様の形態を作っている。これは，藤田
裕嗣が図示した88唆芸国沼田荘の市場比定地と同じ
プランである。ただ，市姫社周辺では，直交する道
「小路｣が派生して街区を作り，その部分が｢高町」
「下町｣等,町と通称されている点てぅプラン上｢一
本街村型」から「複数街村型」へと言う経緯89)が感
じられる。萩市・志雄町・石井の事例では，緩やか
－３７－
に湾曲した「－本街村」＝メインストリートの次段
階に，もう－本のサブメインストリートが作られて，
更に「複数街村」ヘと発展して行く過程が推測でき
る。
なお，石井の上流約４km近世の本江村地内には
市姫の小祠が存在する力､これについて，地元では
市姫を石井の者に盗まれて市がすたれたと伝承して
いる９０)。中世のある時期に，町野荘の中心地が下流
の石井に立地移動した事実を反映しているとすれば
興味深い。
的に都市が成立するのであろう。時期不明ながら，
石井の町も似たような伝承を持っていた。金沢の場
合も山崎凹市のみならず，玉鉾村にあった市場をも
取込んだ伝承がある92)。能登地域では史料上。日限
市地名が出なかったが93)，もし何らかの史実を反映
しているとすれば；加賀地域に編成されたような旧
来の庄郷の枠を越えた１郡規模の日限市ネットワー
クカ編成される事なく，依然神社前に宮座のよう
な地縁的な事情で成立した94)小規模な市場(中､地）
が個々に機能していたのではないか。村の中のその
ような商業部分が町として認識されていたのであり，
能登地域により多く町が散在している事と関係があ
るかも知れない。日限市自体は大字として地名力憤
存している事も留意されるべきであるｶﾈそれの集
積現象は，地域における経済的な求L､力を高めると
言う事即ち村落市場→地域市場と言う，より広域
の中心地化を意味し，都市成立の前提となるであろ
う。それとは別に，両国一宮に接する集落は「d権
門者肺95)」と呼ぶべき有機的結合体であり，成立事
情は別コースとして把握される域やはり両国に於
ける市場の史料上の初見が何れもここであった事を
思えば；商業部分を核にした都市成長という本質は
変らない。
商業部分の有無がIHTである事の本質である事に固
執すれば;例えば,「其より光徳寺の大坊主が立寵っ
たる木越の寺内に押し寄せ」と記されている96現金
沢市木越と，市場を複数吸収した金沢坊とは「寺内
町」として同列に扱うのに蹟膳する。木越は附近に
市場を控えながらも，内部にはそれを取込んでいな
いように思える。この点で都市と言うより城郭のイ
メージが強い。
さて，長い歴史の中に埋没した空間の組織を，明
治期の地籍図から遡及する事自依問題があるかも
知れない。僅かの事例から得られた知見としては，
領主館と市場の組み合きった状況である。地頭クラ
スの領主力市場の掌握に積極的に関与した事を如実
Ⅵ結語
まず，刊行史料に限定せざるを得なかった力、そ
の文言から，「町」を抽出してみた。その結果「町」
と呼ばれた空間は，村の中の商業部分に限定される
場合と，街区の１つ或いは複数集合した集落を指す
場合とに分類さ札区別して扱う必要がある。後者
は都市として把握しても良い弧前者の場合は，例
えば「くぬきまち」「梅町」などがかなり狭められた
小名レベルで出てきた事や,｢富来院豊田西方町後百
苅」と言うように寄進される田の所在を印すのに，
町の後と簡単に記されるだけで事足りるような狭い
場所でしかない町である。この事は，例えば第１表
の金丸市が「－，直性後家圓意沙彌尼逝去後忌日
、、、、
月忌如前可訪。僧食寄進田参殿，在同国金丸市後」
と出るように，回向のために寄進された田がり“金丸
市の後方，，と言う簡単な文言で所在地力納得される
場合と同様である。集落の規模が大であれば；更に
説明が必要であろう。村の中の商業部分を「町」と
認識する感覚は民俗例で紹介ざれ91)，同様の結果と
言えようが簡単に結論付けられない。
市場＝町が所謂「都市」町場として結晶するメカ
ニズムは不明と言わざるを得ないが；加賀地域では
16世紀までには日限市地名が１郡単位に塊集し，例
えば小松はまさにその場所が町立てになっているよ
うに，そのような市場を取込ん-Ｃ中世末期に政治
－３８－
国期都市形成の視点一筑前博多について－｣,｢史艸」
１９，１９７８，pp66-85.）
４）松本豊寿『城下町の歴史地理学的研究｣，吉川弘
文館，1967,385Ｐ（ｐ６２.）
５）前掲４）松本の著作の他,小林健太郎の一連の研
究.なお，小林健太郎『戦国城下町の研究｣，大明堂，
1985,352Ｆに一括所収．
６）藤田裕嗣が商品の性格によって,流通そのものを
検討し直しているのもこのような点の反省からであ
ろう．
①藤田裕嗣｢中世農村における市場とその取扱商
品―その再検討の試み－｣,京都大学文学部地
理学教室編「空間・景観・イメージ』，地人書
房，1983,ppl22-134．
②藤田裕嗣｢流通システムからみた中世農村にお
ける市場の機能｣，『人文地理』38-4,1986,ｐｐ、
２８－４６．
７）①松山宏ｉ日本中世都市の研究j，大学堂書店，
1973,400Ｐ．
②松山宏『守護城下町の研究I大学堂書店，
1982,318Ｆ
８）例えば，①～④等，
①田中喜男「寺内町金沢の性格｣，田中・島村・
山岸編『伝統都市の空間論・金沢一歴史・建築・
色彩一｣，弘詞社，1976,pp2-21．
②金井年｢寺内町の形態の類型とその変容｣,『人
文地理』33-3,1981,pp265-281．
③金井年｢吉崎における中世的景観と近世的景
観一絵図を通してみた－｣,『歴史地理学紀要」
２６，１９８４，ppl87-202．
④浅香年木｢若松坊から金沢坊へ－北加賀の流通
路と寺内町一｣，北西弘先生還暦記念会編『中
世社会と一向一摸』，吉川弘文館，1985,ｐｐ
ｌ９９-223.
9）『加能古文書」（以下『加能」と略.）第1505号.同
書は日置謙著で1944年発行,松本三都正増訂で1972
に示しており，地頭クラスの領主権力によって初め
て市場＝町という場所が生み出された事を示してい
るかも知れない。しかし，他方，為政者側の史料に
出なかった多くの市場の存在や，プラン上領主館が
近接しない場合は「自生的」と見なし得るのか，基
本的にこの２つのコースがあろうが;この事は地域
流通構造と言う大きな問題とも関わり速断できない。
更に，領主層は無縁の場である市場（町）を忌むと
言う菰この種の観念的議論に実体を与えるために
も，市場と領主館或いは市場と寺社の位置関係等
を描写して市場観を考えてみる事は強ち無意味では
あるまい。しかし，近代以降の耕地整理(圃場整備）
事業は，田畠１枚１枚に込められた歴史を消してし
まったのは，かかる作業に大きな障害となっている。
散漫で収拾のつかない包括的記述に終始したので，
今後個別的に諸問題を深化させるつもりである。
末筆です域地籍図閲覧に便宜を与えてくださっ
た押水町・志雄町・柳田村役場の皆様，及び現地
での地名調査等に,快く応じてくださった皆様に深
謝いたします。なお，本稿は，金沢大学大学院文
学研究科の1987年度修士論文の一部を要約したも
のです。
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書房，1963,361Ｆ（ｐ293.）
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30）応安３（1370)年銘を持つ弥陀三尊板碑が市姫観
音の名で信仰されている．（桜井甚一編著『石川縣
銘文集成』中世金石文編，北国出版社，1971，第３６
号.）
31）第１図を読むと，大まかな傾向として,特に加賀
地域では内陸のラグーンや河口の遊水池に面する船
着施設が「津」と呼ばれ，外海との接点が「漬」と
呼ばれた傾向がある．
32）字「向田」地内に，「市姫田」「市姫堂」と言う地
名があると言う．（諸岡村史編集委員会編『諸岡村
史』，同委員会，1977,Ｐ､72.）
33）太田道兼｢能登名跡志｣，安永６（1777)年Ｐ､14．
（ただし，石川県図書協会,1931,を利用.以下『名
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跡志』と略.）
34）『加能」第1936号．（『倶利伽羅村文書｣）
35）森田平次「能登志徴｣下，1935，石川県図書館協
会,Ｐ215.同書及び『加賀志徴｣は著者(1908年残）
の遺稿を刊行したもの．
36）網野善彦「中世の鉄器生産と流通｣，永原慶二・
山口啓二編『採鉱と冶金j講座・日本技術の社会史
５，日本評論社，1983,PP29-68・等．
37）『角川｣，「中居」の項．
38）『角川｣，「吉崎」の項．
39）網野善彦「中世民衆生活の様相｣，網野『中世再
考列島の地域と社会』，日本エディタースクール出版部，
1986,ｐｐ56-98.
40）前掲７）①，Ｆ304
41）柴野美啓『亀の尾の記｣，執筆年不明（著者1847
年波)，Ｐ､68．（ただし，石川県図書館協会，1932,
を利用.）
42）村上善作氏（金沢市木越町）よりヒアリング．
43）宝暦２（1752）年「横山賀茂神社縁起」（高松
町史編纂委員会編『高松町史』史料編,高松町役場，
1983,参考第４号.）
44）延徳３（1491）年「金津荘名別公用銭帳案」（七
塚町史編纂委員会編『七塚町史』,七塚町役場,1976，
金津荘史料第９号.）のうち，「横山村御帳」に「木
津宮名」｢牛丸小田津｣｢西念小田津｣「慶豪小田津」
「木津漬｣等の地名が出るが,小田津が横山フゴに
面する船着場に想定できる．
45）正安２（1300）年「関東下知状｣，前掲43）「高松
町史』第３号．
46）浅香年木は,近年の発掘調査の成果から,戸水Ｃ
遺跡や近岡遺跡をそれぞれ,富積保・倉月庄の市場
在家として把握する必要性を延べている.浅香年木
『中世北陸の社会と信仰』，法政大学出版局，1988,
386P．（Ｐ,36.）
47）参考までに，採集した市地名の概数は次の通り．
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うち,鳳至郡柳田村のそれは除外した(註63)参照.）．
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48）奥野中彦｢中世末交通の特質について一修験の道
の意義一｣，児玉幸多監修・交通史研究会編『日本
近代交通史論集｣,吉川弘文館,1986,ＰP､331-363.
49）菊地利夫｢会津盆地の修験山伏による定期市の市
立とその歴史心理｣,『歴史地理学会会報』103,1979,
ＰＰ､1-9.
50）豊田武『中世日本の商業｣豊田武著作集２，吉
川弘文館，1982,Ｐ､134．（ただし，『中世日本商業
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51）坂井誠一｢富山売薬業の起源に関する１考察｣,｢富
山史壇』56-57合併号，1973,ＰP､1-6.
52）大山喬平｢本領安堵地頭と修験の市場一越中国石
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「日本海地域の歴史と文化』，文献出版，ＰＰユ51-
175.
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越之時,依致雨乞祈祷忠節…」と言う文言自体,修
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の関与するところであったろう．
55）応永24(1417)年に｢能登国直海保之内熊野方…」
が見える．（『角川』，「熊野方」の項.）
56）例えば，浅香年木「之乎の郷と志乎神社｣，志雄
町史編纂専門委員会編『石川県志雄町史｣，志雄町
役場，1974,ＰＲ48-81.
57）『能登志徴』上，Ｐ､302.
58）『名跡志｣，Ｐ､100.
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69）松山宏は｢地頭館を中心とした武士たちの屋敷を
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70）『能登志徴」上，Ｐ､20.
71）『能登志徴』上，Ｐ19.
72）1985年度後期「国史学特論(集中講義)｣,村田修
三（奈良女子大学）担当
73）「隣接する市が市日を異にする事によって結び付
く」状況を言う．石原潤｢定期市研究における諸問
題―特に都市発達史との関連において－｣,『人文地
理』20-4,ＰＲ43-68．（Ｐ､62）
74）三日町は大泉荘の荘園市場と考えられている.『角
川』，「三日町」の項．
75）岡部康孝氏（押水町三日町）よりヒアリング．
76）「角川』「子浦」の項．
77）金沢市立図書館加越能文庫蔵.中野節子助手(金
大）の筆記された一覧表を閲覧させていただいた．
78）『鹿島町史」中世史料編，第３号．
79）中西国男「中世の志雄保と菅原荘｣，前掲56）｢志
雄町史』，ＰＲ93-140.
80）前掲７）②，Ｐ､180.
81）何れも『気多神社文書』に散見する．
82）同社の前身は毘沙門宮で（｢志雄町史』，Ｐ､976)，
第１表で揚げた「しお西町毘沙門堂」と同一か．
83）原田正彰編『柳田村の集落誌』,柳田村役場,1977,
ＰＰ､115-117.
84）『名跡志』，Ｐ､37.
85）前掲83)，ＰＰユ23-124
86）原田正彰氏（柳田村五十里）よりヒアリング．
87）前掲83)，Ｐ､125.
88）藤田裕嗣｢安芸国沼田荘市場と瀬戸内流通網｣,『歴
史地理学」１３６，ＰＲ1-17.
89）前掲５ＬＰ､２１０．
９０）柳田村史編纂委員会編『柳田村史』，柳田村役場，
1975,Ｐ､２３５．
９１）北見俊夫「市とその生態｣，宮田登他『都市と
59）門前町公民館編『蛾山道巡行記録｣，同公民館，
1986,39Ｐ、
60）例えば，天文2２（1553）年の所謂「大槻合戦」時
のルート（｢温井紹春書状｣，『志賀町史」第99号.）
等，前掲24）の「三州地理志稿」に載らないルート
が能登地域に多い．
61）①能登部村（徳丸）の市姫社は，『石川縣鹿島郡
誌』，1928,Ｐ､４０６．
②田鶴浜村の市姫社は,「田鶴浜町史』,田鶴浜役
場，1974,Ｐ､８０９．
③羽坂村の市姫社は，「能登志徴』上，Ｐ､317.
62）元享元（1300）年「関東下知状｣，『鹿島町史』中
世史料編，第19号.（同史料編は羽咋～鹿島郡方面
の史料を網羅している.）
63）「角川｣，巻末小字地名一覧．ただし，例えば現
柳田村五郎左衛門の「市之町」は，狭い谷に面し，
『柳田村の集落誌』(原田正彰編,柳田村役場,1977
．）は「平家谷伝説に属する市之町伝説であろう」
と慎重に扱っている．Ｐ､387.
64）「かやつの東宿の前を過ぐれば,そこらの人集ま
りて,里も響くばかりに罵りあへり．けふは市の日
になむ当たりたるとぞいふなる」(『東関紀行｣,『群
書類従』１１に所収.）
65）観応２（1351)年｢長野季光軍忠状｣,『鹿島町史』
中世史料編，第36号．
応安２（1369)年｢得田章房軍忠状｣,「鹿島町史」
中世史料編，第44号．
６６）附近の山間部はまた,鋳物師の存在を示す遺跡・
遺物が多いのも,初期真宗の浸透する前提とも関わっ
て興味深い．『角川』，「鍛冶屋」の項.等．
67）井上鋭彦「山の民・川の民』平凡社選書69,平凡
社,1981,はこのような視点で書かれている．例え
ば，「境界は天下に共通する交通路であり…」と言
う記述.Ｐ､１４７．
６８）前掲24）②の「越後下向日記」では，「路」「通」
とが使い分けられている．「モトオリ通｣は町場の
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城の歴史刊行会,p99の略図)．その他,｢能登志徴」
（上，ｐ321）には「(廿九日村）いにしへ村々に市
日を定め市場を建てたり比の遺称にして…｣とある．
このような農村市場網による経済地域編成の問題は
別稿に譲りたい．
94）高重進｢中世における村落の形成と市凄戸新見
庄を例として－｣，『史学研究j９５，１９６６，ppl-14
95）田良島哲｢中世の寺社境内と市場一石清水八幡宮
の事例から－｣，『史潮』新17,1984,pp86-110
96）馬場信意『北国七国史｣宝永７（1710),ｐ９１.(た
だし，『北陸七国志・加能越軍記集｣，歴史図書社，
田舎＝マチの生活文化＝」日本民俗文化大系11,小
学館，1985,ｐｐ233-260.
92）前掲41)，ｐ68.近江町に市場の守護神とするた
めに玉鉾の市姫を安置した旨を記す．
93）萩市が三日市場であったように,市日を地名とし
ていなくても，実体は日限市場であろう．また，例
えば，永禄1１（1568）年「畠山義綱書状」（『鹿島町
史」中世史料編，第120号.）に「七尾之儀，以調略
可申付候,七日城二て敵相踏候条，…」とあるので，
萩市の三日城同様,七日市を想定し得る．七日城の
位置は不明だが,片岡樹裏人は飯川氏の山城に｢七
日城？」としている（片岡『七尾城の歴史j，七尾 1979,ppl-198.を利用.）
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